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○景況判断指数：景況感は依然低水準も、非製造業は比較的底堅い 

 商工中金から公表された 12 月の「中小企業月次景況観測」(調査時点：12 月上旬)の景況判断指数(1000

社調査)は、全産業で 43.8(11 月：43.3)と３ヶ月ぶりに上昇したが、上昇幅は小幅であり依然低水準の景況

感となった。業種別にみると、製造業は輸出の悪化等を背景に引き続き低下傾向にある一方、非製造業は２

ヶ月連続の上昇と比較的底堅い。非製造業は、エコカー補助金終了後の自動車販売の減少等が景況感の下押

し要因となっていたが、足元の自動車販売の下げ止まりを背景に景況感の一段の悪化は避けられたようだ。 

日本政策金融公庫から公表された「中小企業景況調査」(調査時点：12 月中旬)の売上げＤＩ(季節調整値)

は▲6.6(11 月：▲15.3)と比較的大きく改善した。売上げＤＩはこのところは振れの激しい展開となってい

るが、均してみれば春頃からの低下に歯止めがかかっている。最終需要分野別にみると、乗用車関連がエコ

カー補助金の終了等で引き続き低調に推移しているが、足元の自動車販売の下げ止まりや輸出の回復期待等

を背景に先行きは大きく改善が見込まれている。設備投資関連が引き続き低調に推移していることが懸念さ

れるものの、５月以降大幅に落ち込んでいた乗用車関連に持ち直しの兆しが窺えることは、国内景気にとっ

て大きなプラス材料と言えよう。 

 

○中小企業の景況感は徐々に回復に向かう見込み 

 １月の景況判断指数は製造業は 38.8（12 月実績：40.7）、非製造業は 45.4（12 月実績：46.4）とともに

低下が見込まれている。懸念されていた自動車販売が下げ止まっていることが景況感の下支え要因ではある

ものの、輸出の悪化が継続していることが企業マインドを冷やしているようだ。ただし、輸出については海

外経済の回復に伴って年明け以降は持ち直しに向かうことが期待される。中小企業の景況感も輸出の持ち直

しに伴って、徐々に回復に向かうであろう。一方、米国の財政の崖など輸出の回復の前提となる海外経済に

は依然不透明感が残ることには注意が必要だ。 
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